
若さと情熱で市政へ挑戦!!
これからの高知への責任

第39代高知市長
桑名龍吾市長
第39代高知市長
桑名龍吾市長



高知市議会での代表質問は、市⾧選挙後直近の定例会及び当初予算案を審議する３月定例会で行うことが慣例となっており、議会運営
委員会において最終決定することになっています。（個人質問は毎定例会毎に必ず行われています。）
代表質問を行うことができるのは所属３名以上の会派で、質問順は会派の人数の多い順に登壇することとなっています。

質問項目は以下６項目について計29問。全て桑名市⾧からの答弁であり、市⾧就任後初の答弁となりました。
私は今回、「子育て支援・若者定住支援」「事前復興まちづくり」についての質問を担当させていただきました。
１．市長の政治姿勢について（９問）
Q：桑名市政の船出にあたっての決意について伺う。
A：これまで培ってきた人脈や経験を活かし、国・県との連携強化のもと、「オール高知市」体制で英知を集結し、
県都としての役割を発揮し、喜びと誇りの持てる新しい高知市に向かって全力で取組んでいく。

２．財政問題について（４問）
Q：市⾧の公約政策集の中で、これだけは初年度に予算化し実現させたいという政策は何か伺う。
A：中学生までの医療費無償化拡充や(仮称)中学進学時支援手当の創設（中学進学時の初期経費を支援）、
また、次世代を担う若者の市内就労や定住を促進する奨学資金の返還支援などについて積極的に取組んでいく。

３．まちづくりビジョンについて（６問）
Q：子育て支援・若者定住に対する市⾧の決意、出生数低下と人口減少の歯止めに関する市⾧の所見や今後の取組みを伺う。
A：国の掲げる「子ども・子育て支援加速化プラン」の動向と本市の役割を整理しながら、財源も踏まえて適切に取組みを進
めていく。本市でも「高知市版こども計画」を策定し、部局横断的に全庁一丸となり、県とも強力に連携し取組んでいく。

４．まちのにぎわい創出について（２問）
Q：オテーピア西敷地に関する今後の方針は、一旦白紙に戻すという捉え方でよいのか伺う。
A：前市⾧の定めた方針は一旦白紙とし、当面の間、イベント開催等で中心市街地に賑わいを生み出すとともに、旧追手前
小学校の跡地であることを勘案しながら、多目的に市民の皆さまが利用できるスペースとなるよう今後検討していく。

５．事前復興まちづくりについて（４問）
Q：民間事業者の高台移転に関して、国・県・市の連携により取組みを進めていただきたいと考えるが所見を伺う。
A：事前復興まちづくり計画を検討する中で、既存制度での対応が困難と判断される場合には、沿岸市町村とも相談の上、
防災集団移転促進事業の緩和や新たな制度の創設等について国・県に提案することを検討していく。
また、本市独自の事業所移転の取組みとして移転支援の検討や移転先の適地調査を来年度以降の早期実現に向けて取り組んでいく。

６．ガバナンス・内部統制について（４問）
Q：市⾧の言うガバナンスとはどのようなものか。また、市民に寄り添う市役所に向けて強いリーダーシップが問われるが、今後どのように取組むのか伺う。
A：組織を預かる⾧として、職員が迷わないようしっかりと方向性を示すとともに、風通しが良く、職員が能力を最大限発揮できる環境づくりを含めた
組織改革を先頭に立って行っていく。
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